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2027 年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

2026年５月13日付で公表いたしました2027年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想と本日公表の
実績との差異につきまして、下記のとおりお知らせいたします。 
 
 

記 

 

１．2027年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想と実績との差異 

（2026年４月１日～2026年９月30日）  

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 1,000 50 61 46 33.62 

今回実績（Ｂ） 1,001 △32 △22 △19 △14.08 

増減額（Ｂ）－（Ａ） 1 △82 △83 △65  

増減率（％） 0.2 - - -  

（参考）前年同期実績 1,041 89 100 70 51.83 

  
２．差異の理由 

売上高につきましては、Ｘ線残留応力測定装置関連の販売が伸び悩んだものの、ヘルスケア装置
関連及び光応用・特殊機器装置関連の納品は概ね堅調に推移いたしました。 

損益面につきましては、採用者数が例年を上回ったことにより、人件費が増加いたしました。ま
た、ヘルスケア装置関連の受託開発案件において、検収段階の課題解決に時間を要し、当初の予定
を上回る工数が発生いたしました。以上の結果、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する中間
純利益のいずれも前回発表予想を下回りました。 

なお、通期の連結業績予想につきましては、Ｘ線残留応力測定装置関連の引合い案件も多く、業
績は概ね堅調に推移する見通しであるため、変更はありません。 

 

 
（注）上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の

業績は今後の様々な要因（経済情勢の急激な変化、関連業界の動向等）により異なる結果となる可能
性がありますのでご注意ください。 

 

以 上 

 


